
一部事務組合の取扱いを決定 一部事務組合の取扱いを決定 一部事務組合の取扱いを決定 
　２市４町は、斐川町と一部事務組合を組織して、効率的な事務の共同処理を実施して
います。 
　この一部事務組合の取扱いについて、２市５町合併協議会の解散の後、２市４町は斐
川町と協議を続けてきましたが、このたび斐川町が、一部事務組合を解散する方向で了
承されたことから、６月25日の第７回協議会において、２市４町と斐川町で構成する一部事
務組合は解散し、新市が２市４町に係る業務を引き継ぐことを決定しました。 
　今後は、写真（表紙に掲載）の施設も含めた財産の取扱い等について、継続して斐川
町と協議していくこととなります。 

※２市４町と斐川町で構成する一部事務組合 
　出雲市外６市町広域事務組合、出雲市外４町広域消防組合、出雲市外３市町斐伊川水系水利組合、平田市・斐川町火葬場組合 
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　平成16年6月10日（木）に第6回協議会をラピタウェディングパレスで、6月25日（金）に

第7回協議会を出雲交流会館で開催しました。 

　会議では、議会議員の定数及び任期の取り扱いが決定となった他、地方税や

保育料をはじめとする住民負担に関わる取り扱いが決定されました。 

　7月の協議会では、新市建設計画を含む残された協定項目の調整を終え、合併

協議の中間とりまとめを行い、その全体を住民のみなさまにお示しする予定として

います。 

 

議会議員の定数及び任期の取扱い 
新市の議会議員の定数は34人 

　総務・企画小委員会では、合併による経費削減効果を発揮できるように、合併特例法上の特例は使わず、

議員定数を法定上限数の34人とすることは早い段階でまとまりました。しかし、選挙区を設置するかどうかにつ

いては協議がまとまらず、6月11日の小委員会において、正副委員長と共通委員にとりまとめを一任しました。そ

の結果、小委員会での大勢の意見であった「選挙区なし、定数は34人」とする調整方針を、小委員会全委員の

了解を得て第7回協議会に提案し、決定となりました。

　なお、新市の議会議員の選挙は、合併後50日以内に実施されます。

　総務・企画小委員会では、合併による経費削減効果を発揮できるように、合併特例法上の特例

は使わず、議員定数を法定上限数の34人とすることは早い段階でまとまりました。しかし、選挙

区を設置するかどうかについては協議がまとまらず、6月11日の小委員会において、正副委員長と

共通委員にとりまとめを一任しました。その結果、小委員会での大勢の意見であった「選挙区な

し、定数は34人」とする調整方針を、小委員会全委員の了解を得て第7回協議会に提案し、決定とな

りました。

　なお、新市の議会議員の選挙は、合併後50日以内に実施されます。

 



上水道料金は、合併時は現行のとおり 
 合併後２年を目途に新統一料金を設定し、合併後の新し
い水道料金審議会に諮って決定します。

公共下水道使用料は、合併時は現行のとおり
 
　合併後２年を目途に使用料等審議会に諮り、新料金制度
を決定するよう調整します。 

簡易水道料金は、合併時は現行のとおり 
 
　合併後２年を目途に、上水道料金と同一にするよう調整 
します。

農（漁）業集落排水使用料は、合併時は 
現行のとおり 
 
　合併後２年を目途に、公共下水道使用料の改定にあわせ、
公共下水道事業と同一の内容に統一するよう調整します。

合併だより Vol.4
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保
育
料
は
、平
成
16
年
度
は
現
行
の
と
お
り
。 

平
成
17
年
度
か
ら
別
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
な
お
、経
済
的
負
担
感
の
大
き
い
多
子
世
帯
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。 

● 

同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
が
同
時
に
入
所
し
て
い
る
場
合 

　
　
最
も
年
齢
の
高
い
児
童
は
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
が
、次
に
年
齢
の
高
い
児
童
は
、
2
分
の
1
 

　
免
除
と
な
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
以
外
の
児
童
は
、全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

● 

第
３
子
以
降
の
児
童
が
入
所
し
て
い
る
場
合 

　
　
別
表
の
第
２
階
層
か
ら
第
７
階
層
に
属
す
る
場
合
に
は
、
3
分
の
2
免
除
と
な
り
ま
す
。
　

　
　
第
８
階
層
か
ら
第
14
階
層
に
属
す
る
場
合
に
は
2
分
の
1
免
除
と
な
り
ま
す
。 

 

保
育
料
の
取
扱
い 

都市計画税は、現在の出雲市の
都市計画区域用途地域内の土地
及び家屋について、新市におい
ても引き続き0.1％を適用
 
　その他の市町への導入の是非については、平
成17年度以降、新市の都市計画区域用途地域の
都市計画事業計画の作成をみて検討します。 

市税その他公課に関する証明手数料は、
合併時から１件について200円
 
 　所得証明書、納税証明書などは、１件200円となり
ます。

窓口手数料のうち、２市４町で差異のあ
る手数料は、出雲市の例により合併時に
統一 
 
　住民票の写し、印鑑登録証明書は、１通200円にな
ります。

［別表］　　　　　　　　保育料徴収金額表　　（単位：円）

地方税の取扱い、 
窓口証明手数料の取扱い 
 

上下水道関係の取扱い 

階層区分 階層 ３歳未満児 

　　0 0第１

市町村民税非課税世帯    

市町村民税課税世帯
（均等割のみ）  

8,000 5,500第２

15,000円未満 21,000 17,000第５

408,000円以上 49,000 38,000

0 0

15,000 10,000

17,000 12,000

第14

15,000円以上30,000円未満 23,000 18,000第６

30,000円以上64,000円未満 26,000 20,000第７

64,000円以上80,000円未満 28,000 22,000第８

80,000円以上120,000円未満 31,000 25,000第９

120,000円以上160,000円未満 34,000 28,000第10

160,000円以上200,000円未満 39,000 31,000第11

200,000円以上300,000円未満 45,000 34,000第12

300,000円以上408,000円未満 47,000 36,000第13

16,000 11,000第３

市町村民税課税世帯
（所得割あり）  

18,000 13,000第４

第２階層 　　　　　　　　　　　 

第３階層 　　　　　　　　　　　 

第４階層 　　　　　　　　　　

前年度市町村民税
の区分が、右の区
分に該当する世帯
（第１階層及び第５
～14階層を除く）

母子世帯、在宅障
害児のいる世帯

第１階層を除き、前
年分の所得税課
税世帯であって、そ
の所得税の額の区
分が右の区分に該
当する世帯

生活保護世帯

３歳以上児 
 



そ
の
他
の
決
定
（
議
案
）
事
項 

 第
６
回
協
議
会
で
の
決
定

第
６
回
協
議
会
で
の
決
定
（
議
案
）

（
議
案
）
事
項
事
項

第
６
回
協
議
会
で
の
決
定

第
６
回
協
議
会
で
の
決
定
（
議
案
）

（
議
案
）
事
項
事
項

第
６
回
協
議
会
で
の
決
定
（
議
案
）
事
項
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農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及

び
任
期
の
取
扱
い 

【
産
業
・
建
設
小
委
員
会
付
託
案
件
】 

1
　
新
市
に
１
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、

　
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
、40
人
と
す

　
る
。 

2
　
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選 

　
挙
に
つ
い
て
は
、選
挙
区
を
設
け
る
も
の
と

　
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
の
区
域
は
、 

次
の

　
と
お
り
と
す
る
。

　
　
（１）
平
田
市
を
区
域
と
す
る
選
挙
区 

　
　
（２）
佐
田
町
、多
伎
町
及
び
湖
陵
町
を
区

　
　
　
域
と
す
る
選
挙
区 

　
　
（3）
出
雲
市
及
び
大
社
町
を
区
域
と
す 

　
　
　
る
選
挙
区 

　
　
た
だ
し
、出
雲
市
及
び
大
社
町
を
区
域

　
と
す
る
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、他
の
選
挙
区

　
と
の
均
衡
を
保
つ
た
め
、複
数
の
選
挙
区

　
に
分
割
す
る
よ
う
新
市
に
お
い
て
調
整
す

　
る
。

3
　
前
記
１
及
び
２
に
か
か
わ
ら
ず
、合
併

　
時
に
お
い
て
は
、平
成
17
年
９
月
21
日
ま

　
で
在
任
特
例
を
適
用
し
、合
併
後
も
引
き

　
続
き
新
市
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

　
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
委
員
の
定
数

　
は
、
80
人
と
す
る
。

　
　
そ
の
場
合
の
各
市
町
の
農
業
委
員
会

　
ご
と
の
人
数
は
、出
雲
市
26
人
、平
田
市 

　
16
人
、佐
田
町
13
人
、多
伎
町
６
人
、湖

　
陵
町
６
人
、大
社
町
13
人
と
す
る
。 

各
種
事
務
事
業
（
窓
口
業
務
関

係
）の
取
扱
い

【
福
祉
・
教
育
小
委
員
会
付
託
案
件
】 

1   

窓
口
手
数
料 

　
２
市
４
町
で
差
異
の
な
い
手
数
料
は
、現

行
の
と
お
り
と
す
る
。

　
た
だ
し
、「
住
民
票
の
閲
覧
」の
単
位
は
、 

１
人
１
件
と
し
、「
身
分
証
明（
破
産
者
、成

年
被
後
見
人
等
）」の
単
位
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、平
田
市
、佐
田
町
、多
伎
町
、湖
陵
町

及
び
大
社
町
の
例
に
よ
り
合
併
時
に
統
一
す

る
。

2  

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方 

　
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、新

市
全
域
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
電
子

自
治
体
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、新
市
に

お
い
て
検
討
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
保
健
事
業
関

係
）の
取
扱
い

【
福
祉
・
教
育
小
委
員
会
付
託
案
件
】

1  

各
種
予
防
接
種 

　
当
面
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

　
実
施
時
期
等
調
整
が
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
は
、合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

　
ポ
リ
オ
、ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
及

び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
除
く
予
防
接
種
の
接

種
方
法
に
つ
い
て
は
、新
市
移
行
後
に
個
別

接
種
の
方
向
で
検
討
す
る
が
、地
域
の
実
情

に
配
慮
し
つ
つ
調
整
す
る
。 

     

2  

予
防
接
種
手
帳

　
当
面
現
行
の
と
お
り
と
し
、新
市
に
移

行
後
、統
一
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。 

3  

予
防
接
種
被
害
調
査
委
員
会

　
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。 

4  

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度 

　
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。
た

だ
し
、一
部
負
担
金
は
、
7
0
0
円
に
統
一
す

る
。

5  

福
祉
医
療
費
助
成
制
度 

　
大
社
町
の
例
に
よ
り
、合
併
時
ま
で
に
調

整
す
る
。

6  

健
康
増
進
施
設
事
業 

　
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、利

用
促
進
や
効
率
的
運
営
に
つ
い
て
は
、新
市

に
お
い
て
検
討
す
る
。

　
施
設
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

7  

基
本
健
康
診
査

　
個
別
健
診
を
原
則
と
す
る
が
、地
域
の

実
情
に
応
じ
て
集
団
健
診
も
併
用
し
、
18

歳
以
上
の
者
を
対
象
に
実
施
す
る
。な
お
、

選
択
項
目
に
つ
い
て
は
、眼
底
検
査
の
み
と

す
る
。

＊
診
査
負
担
金

 

　
医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
１
割
を
負
担  

　
す
る
こ
と
と
し
、国
民
健
康
保
険
加
入    

　
者
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、生
活
保
護
受

　
給
者
、市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は
無

　
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

　 
個
別
健
診
・
集
団
健
診
そ
れ
ぞ
れ
の
委

　
託
料
に
つ
い
て
は
、新
市
に
お
い
て
統
一
す

　る
。

8  

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

　
40
歳
以
上
に
つ
い
て
は
、個
別
健
診
を
原

則
と
す
る
が
、地
域
の
実
情
に
応
じ
て
集

団
健
診
も
併
用
し
、
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
及
び
検
査
結
果

を
踏
ま
え
た
要
指
導
の
者
を
対
象
に
、Ｂ
＋

Ｃ
型
、Ｂ
型
、Ｃ
型
の
選
択
形
式
に
よ
り
実

施
す
る
。

　
39
歳
以
下
の
者
に
つ
い
て
は
、出
雲
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
Ｃ
型
の
み
を
実
施

す
る
。

＊
検
査
負
担
金

　   

無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

　   

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

9  

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　
集
団
検
診
に
よ
り
、年
齢
・
性
別
の
別
な

く
希
望
者
全
員
に
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

　   

無
料
と
す
る
。 

10  

歯
周
疾
患
検
診 

　
個
別
検
診
を
原
則
と
す
る
が
、地
域
の

実
情
に
応
じ
て
集
団
検
診
も
併
用
し
、
40

歳
・
50
歳
の
者
を
対
象
に
実
施
す
る
。 

＊
検
診
負
担
金 

　 

個
別
検
診
は
医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の 

　１
割
を
負
担
す
る
こ
と
と
し
、集
団
検
診

　は
無
料
と
す
る
。 

　  

い
ず
れ
の
場
合
も
、国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
、生
活
保
護
受
給
者
、市
町
村
民
税

　
非
課
税
世
帯
は
無
料
と
す
る
。 

＊
委
託
料 

　   

新
市
お
い
て
統
一
す
る
。 

  



1818    

脳
ド
ッ
ク 

　
個
別
健
診

　
個
別
健
診
に
よ
り
、国
保
加
入
者

国
保
加
入
者
の
う

ち
4040
歳
か
ら
6969
歳
ま
で
の
年
齢
年
齢
の
者
を
対

象
に
実
施
実
施
す
る
こ
と
と
し
、可
能
可
能
な
限
り

多
く
の
方
が
受
診
受
診
で
き
る
よ
う
調
整
調
整
す

る
。

　
医
療
機
関

　
医
療
機
関
ご
と
の
検
査
項
目

検
査
項
目
の
差
異
差
異
に

つ
い
て
は
、新
市
移
行
後

新
市
移
行
後
に
可
能
可
能
な
限
り
整

合
性
合
性
を
図
る
よ
う
に
し
つ
つ
も
、受
診
者

受
診
者
に

選
択
選
択
と
抽
選
抽
選
の
機
会
機
会
を
供
す
る
こ
と
に
よ

り
対
処
対
処
す
る
こ
と
と
し
、当
面
当
面
の
間
は
現
状
現
状

の
ま
ま
と
す
る
。

＊
負
担
金

負
担
金

　    

医
療
機
関

医
療
機
関
へ
の
委
託
料

委
託
料
の
２
割
を
負
担
負
担

　
す
る
こ
と
と
し
、市
町
村
民
税
非
課
税

市
町
村
民
税
非
課
税
世

　
帯
は
無
料
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

委
託
料

　 

同
一
項
目
項
目
の
も
の
に
つ
い
て
は
新
市
新
市
に
お

　い
て
統
一
す
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

 

5

 

11  

胃
が
ん
検
診 

＊
Ｘ
線
検
査 

　 
集
団
検
診
に
よ
り
40
歳
以
上
の
者
を
対 

　
象
に
実
施
す
る
。

＊
血
液
検
査 

　 

個
別
検
診
で
40
歳
以
上
の
者
を
対
象
に

　モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
、可
能
な
限

　
り
多
く
の
方
が
受
診
で
き
る
よ
う
調
整
す

　る
。 

＊
検
診
負
担
金 

　 

Ｘ
線
検
査
、血
液
検
査
と
も
に
医
療
機

　
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を
負
担
す
る
こ
と

　
と
し
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
70
歳
以

　
上
の
高
齢
者
、生
活
保
護
受
給
者
、市
町

　
村
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料 

　  

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。 

          

12  

肺
が
ん
検
診

　
集
団
検
診
に
よ
り
40
歳
以
上
の
希
望
者

を
対
象
に
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

　 

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を
負
担

　
す
る
こ
と
と
し
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
、

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、生
活
保
護
受
給
者
、

　
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
と
す

　る
。

＊
委
託
料 

　  

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。 

13  

乳
が
ん
検
診

＊
触
　
診

　 

集
団
検
診
に
よ
り
、
30
歳
以
上
の
女
性

　
を
対
象
に
実
施
す
る
。

＊
Ｘ
線
検
査

　 

個
別
検
診
に
よ
り
、
45
歳
以
上
の
女
性

　
を
対
象
に
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

　 

触
診
に
つ
い
て
は
無
料
、Ｘ
線
検
査
に
つ

　い
て
は
医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を

　
負
担
す
る
こ
と
と
し
、国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、生
活
保
護

　
受
給
者
、市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は

　
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

　  

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。    

14  

子
宮
が
ん
検
診

　
個
別
検
診
を
原
則
と
す
る
が
、地
域
の

実
情
に
応
じ
て
集
団
検
診
も
併
用
し
、
30

歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

　 

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を
負
担

　
す
る
こ
と
と
し
、国
民
健
保
険
加
入
者
、

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
、生
活
保
護
受
給
者
、

　
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
と
す

　る
。

＊
委
託
料

　   

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。 

15  

大
腸
が
ん
検
診

　
検
体
を
医
療
機
関
へ
郵
送
す
る
方
法
に

よ
り
、
40
歳
以
上
の
者
を
対
象
に
実
施
す

る
。 

＊
検
診
負
担
金

 

　
郵
送
料（
申
し
込
み
葉
書
代

　　　　50　　　　
円
）の 

　み
の
負
担
と
す
る
。

＊
委
託
料

　  

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。 

         

16  

前
立
腺
が
ん
検
診

　
集
団
健
診
、個
別
健
診
の
併
用
に
よ
り
、

50
歳
・
55
歳
・
60
歳
の
男
性
を
対
象
に
基
本

健
康
診
査
の
際
に
併
行
し
て
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

　 

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を
負
担

　
す
る
こ
と
と
し
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
、

　
生
活
保
護
受
給
者
、市
町
村
民
税
非
課
税

　
世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

　 
集
団
・
個
別
ご
と
の
委
託
料
に
つ
い
て
は

　
新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

17  

人
間
ド
ッ
ク

　
個
別
健
診
に
よ
り
、国
保
加
入
者
の
う
ち

30
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の
年
齢
の

者
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、可
能
な

限
り
多
く
の
方
が
受
診
で
き
る
よ
う
調
整

す
る
。

　
医
療
機
関
ご
と
の
検
査
項
目
の
差
異
に
つ

い
て
は
、新
市
移
行
後
に
可
能
な
限
り
整
合

性
を
図
る
よ
う
に
し
つ
つ
も
、受
診
者
に
選

択
と
抽
選
の
機
会
を
供
す
る
こ
と
に
よ
り

対
処
す
る
こ
と
と
し
、当
面
の
間
は
現
状
の

ま
ま
と
す
る
。

＊
負
担
金

　 

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を
負
担

　
す
る
こ
と
と
し
、市
町
村
民
税
非
課
税
世

　
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

　 

同
一
項
目
の
も
の
に
つ
い
て
は
新
市
に
お

　い
て
統
一
す
る
。 

 

18  

脳
ド
ッ
ク 

　
個
別
健
診
に
よ
り
、国
保
加
入
者
の
う

ち
40
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
年
齢
の
者
を
対

象
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、可
能
な
限
り

多
く
の
方
が
受
診
で
き
る
よ
う
調
整
す

る
。

　
医
療
機
関
ご
と
の
検
査
項
目
の
差
異
に

つ
い
て
は
、新
市
移
行
後
に
可
能
な
限
り
整

合
性
を
図
る
よ
う
に
し
つ
つ
も
、受
診
者
に

選
択
と
抽
選
の
機
会
を
供
す
る
こ
と
に
よ

り
対
処
す
る
こ
と
と
し
、当
面
の
間
は
現
状

の
ま
ま
と
す
る
。

＊
負
担
金

　  

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を
負
担

　
す
る
こ
と
と
し
、市
町
村
民
税
非
課
税
世

　
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

　 

同
一
項
目
の
も
の
に
つ
い
て
は
新
市
に
お

　い
て
統
一
す
る
。　
　
　
　
　 

 

18  

脳
ド
ッ
ク 

　
個
別
健
診
に
よ
り
、国
保
加
入
者
の
う

ち
40
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
年
齢
の
者
を
対

象
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、可
能
な
限
り

多
く
の
方
が
受
診
で
き
る
よ
う
調
整
す

る
。

　
医
療
機
関
ご
と
の
検
査
項
目
の
差
異
に

つ
い
て
は
、新
市
移
行
後
に
可
能
な
限
り
整

合
性
を
図
る
よ
う
に
し
つ
つ
も
、受
診
者
に

選
択
と
抽
選
の
機
会
を
供
す
る
こ
と
に
よ

り
対
処
す
る
こ
と
と
し
、当
面
の
間
は
現
状

の
ま
ま
と
す
る
。

＊
負
担
金

　  

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を
負
担

　
す
る
こ
と
と
し
、市
町
村
民
税
非
課
税
世

　
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

　 

同
一
項
目
の
も
の
に
つ
い
て
は
新
市
に
お

　い
て
統
一
す
る
。　
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